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発 達 障 害 児 に 関 わ る 保 育 士 ・幼 稚 園 教 諭 の 「不 安 や 困 り ご と 」

～ 作 業 療 法 士 の 視 点 か ら ～

井 上 和博1,河 内山 奈 央子2

要旨 本研究の目的は,発 達障害児を統合保育 ・教育する上で保育士 ・幼稚園教諭がどのような難 しさを感

じているのかを明らかにし,発 達障害児の地域生活を支援するためには作業療法士 としてどのような援助が可

能であるかを検討することである。A市11か 所の保育園 ・幼稚園の保育士 ・幼稚園教諭31名 に対 して,統 合保

育 ・教育の状況と保育 ・教育する上での不安や困 りごとに関するアンケー トを実施 した。その結果,保 育士 ・

幼稚園教諭は『集 団適応』と『不適切な行動』に関することで困り感を持ってお り,こ れ らは保育士 ・幼稚園

教諭が,発 達障害児個人の発達や生活に配慮 しつつも,集 団へのスムーズな適応を妨げる特徴に対 して困って

いるものと考えられた。従って,作 業療法士は保育士 ・幼稚園教諭から集団場面での発達障害児の様子につい

ての情報を収集するとともに,治 療的立場か ら発達障害児の特徴や具体的な集団適応の方法を伝えることが重

要であると考えられた。
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緒 言

発達障害は人生の初期の段階で受けた障害が個人の一

生涯にわたってさまざまな能力に重篤な影響を及ぼす場

合をい う1)。DSM-IV2)で は,発 達障害は,精 神あるいは

情緒,行 動障害を中心としたものとして,精 神遅滞,学

習障害,運 動能力障害,コ ミュニケーション障害,広 汎

性発達障害,注 意欠陥および破壊的行動障害を示 してい

る。

わが国では,厚 生省の1974年 通達 「障害児保育対策事

業実施要綱」以来,保 育園や幼稚園の中で,障 害のある

子 どもも,障 害のない子どもも一緒に保育を受けること

(統合保育)が 実施 されている3,4)。そ して,就 学までは

療育施設で過 ごすことの多かった発達障害児が地域の保

育園 ・幼稚園で過 ごす機会が多くなってきてお り,幼 児

期の発達障害児において,保 育園 ・幼稚園は重要な生活

の拠点となっている。

しかし,発 達障害児は状況への依存性が高く,保 育園 ・

幼稚園とい う集団場面において上手く能力を発揮できな

いことがある。そのため発達障害児の地域生活を支援す

る作業療法士は,発 達障害児に対して個別の治療場面だ

けでなく,保 育 ・教育の場における状況を十分に把握す

ることが必要となっている。

そこで,本 研究では,① 発達障害児を保育 ・教育す る

上で保育士 ・幼稚園教諭がどのような難 しさを感 じてい

るのかを明らかにす ること,② 医療機関へ求める援助を

明らかにす ることを目的としたアンケー ト調査を実施 し

た。 この2つ を明らかにした上で,発 達障害児の統合保

育 ・教育の現状を理解 し,作 業療法においてどのような

援助が必要であるかを検討す る。

対 象

対象は,A市 の発達障害児を受け入れている11か所の
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